
 

          

 

 

 

 

大きく飛躍する１年に！ 

 17 日間の冬休みが終わり、３学期が始まってから早いもので２週間が過ぎまし

た。子どもたちのいなかった物静かな学校が一気に賑やかになり、日常の学校の

姿に戻っています。 

第３学期始業式では、私から「失敗なんか怖くない！」という話をしました。

発明王のトーマス・エジソンを例にして、『失敗を単なる失敗と考えず、この方

法では駄目だという「発見」と考えることで、その後の成長へとつながっていき

ます。失敗はチャレンジした証拠であり、成長のチャンスです。今年はこれをが

んばろう！という目標に対して、がんばってもうまくいかないことがきっとあり

ます。そのときは、「このやり方では、うまくいかないことに気付くことができ

た」と前向きに考えましょう。』と子どもたちに伝えました。子どもたちが、自

分で決めた目標に少しずつ近づき、大きく飛躍する１年になることを願っていま

す。 

本年も、本校の子どもたちが安心して学び、自分の可能性を存分に伸ばすこと

のできる学校教育の実現に向けて尽力して参りますので、保護者の皆様のご理解

とご協力をお願い致します。 

校 長 和田修二 

よりよい授業をめざして！ 

 令和２年４月１日より全面実施となった新しい学習指

導要領（全国どこの学校でも一定の水準が保てるよう、

文部科学省が定めている教育課程の基準）のポイントの

一つに挙げられているのは、「主体的・対話的で深い学

び」の視点からの授業改善です。全面実施の矢先に、ま

さかのコロナ禍になってしまいましたが、子どもたちが

これからの時代に必要な資質・能力を身に付けるために

は、学びの質を高めることが重要で、教師一人ひとりが

研究を重ね、子どもたちが学習内容を深く理解できるよ

うに、ふさわしい方法を選択しながら、工夫して授業を

改善し、実践することが求められています。 

 本校においても、子どもの視点に立って授業改善をしていくために、校内研究会など

を行っています。先生方は、よりよい授業をめざして、日ごろから授業研究や教材研究

に取り組んでいます。 
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すだじい 
 【390号】 
令和５年１月 23日発行 学校だより 

海老名市立今泉小学校

先生が児童役になって授業研究をしている様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■児童数（支援級含む：令和５年１月 10日現在） 

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 合計 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 

88 92 77 78 62 71 72 60 58 76 63 53 420 430 850 

  

日 曜 行    事 日 曜 行    事 

６ 月 なわとび大会期間（～17日まで) 20 月 ６年授業参観懇談会 

10 金 ６年児童今泉中学校授業見学 21 火 １年授業参観懇談会 

15 水 ４年授業参観懇談会 22 水 小中連携授業参観 

16 木 ５年授業参観懇談会 24 金 ２年授業参観懇談会 

17 金 ３年授業参観懇談会 27 月 しいのみ級授業参観懇談会 

２月の主な学校行事  
詳しくは学年だよりをご確認ください。 
感染状況により予定が変更になることがあります。 

学校の出来事を ピックアップして紹介します！ 

◆ 書き初め大会 

 年頭にあたって気分を新たにし、希望に胸を膨ら

ませ、新年における勉学の第一歩を踏み出す恒例行

事です。３年生以上は、冷え切った静ひつな体育館

で、一画ずつ書き初め用の筆を運び、真剣な表情で書

き初めを行っていました。 

 学校公開日に合わせて、全児童の作品が校舎内に

掲示されていますので、子どもたちの力作をぜひご

鑑賞ください。 

◆ １年生の昔あそび 

 １年生の生活科の学習で「昔あそび」をしました。学校応援団のご協力により、地域ボ

ランティア（長寿会など）の方を２０名ほど学校へお招きしました。昔あそびの内容は、

『羽根つき・コマ回し・竹とんぼ・お手玉・あやとり・けん玉・おはじき・かるた』の８

種類です。子どもたちは、それぞれのあそび方を教えていただきながら、昔あそびを楽し

んでいました。 


